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早稲田大学で司書資格を取得する方法１

以下のすべての項目を満たす必要があります。

●学士の学位を取得すること（本学を卒業すること）

●図書館司書資格に必要な科目の単位を修得すること

卒業後に司書資格を取得する方法２

⑴ 文部科学大臣から委託を受けた大学において実施される司書の講習を修了すること。

　●講習実施大学は文部科学省webページ［http://www.mext.go.jp］を参照してください。

　●�大学にて「図書館司書関連科目」の単位を修得した場合、講習科目の一部が免除されることがあ

ります。卒業した学部の事務所にて「図書館司書単位修得証明書」を発行後、講習を実施する大

学へ持参し相談してください。

⑵ 大学（短大を含む）で司書資格取得に必要な科目の単位を修得すること。

�　通信課程を有する大学等で科目を履修してください。通信課程を有する大学についての詳細は、私

立大学通信教育協会のwebページ等を参照してください。

☞私立大学通信教育協会［http://www.uce.or.jp/］

　卒業後に図書館司書関連科目の不足単位を本学で修得することはできません。

図書館司書
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図書館司書資格取得要件３

新カリキュラム（2012年以降入学者）

群図書館に関する科目
最低
修得
単位数

早稲田大学設置科目名 必修/
選択 単位 配当

年次 科目設置箇所 図書館司書
課程聴講料

甲
　
　
　
群

生涯学習概論 2

①生涯学習

①～④
のうち
いずれ
か必修

2 1 教育

不要

②生涯学習概論Ⅰ 2 1
教育 1

教育学部生涯教育学専修
【専門必修】 2

②生涯学習概論Ⅱ 2 1
教育 1

教育学部生涯教育学専修
【専門必修】 2

③生涯学習概論1 2 1 文 3

④生涯学習概論2 2 1 文 3

図書館概論 2 図書館概論

全科目
必修

2 1 教育

￥7,000
☞ P.69

4

図書館制度・経営論 2 図書館制度・経営論 2 1 教育

図書館情報技術論 2 図書館情報技術論 2 1 教育

図書館情報資源概論 2 図書館情報資源概論 2 1 教育

図書館サービス概論 2 図書館サービス概論 2 1 教育

情報サービス論 2 情報サービス論 2 1 教育

児童サービス論 2 児童サービス論 2 1 教育

情報サービス演習 2

情報サービス演習Ⅰ 1 1 教育

情報サービス演習Ⅱ
※「情報サービス論」
単位修得者のみ登録可

1 2 教育 5

情報資源組織論 2 情報資源組織論 2 1 教育

情報資源組織演習 2

情報資源組織演習
※「情報資源組織
論」単位修得者の
み登録可

2 2 教育 5

乙
群

図書館情報資源特論 1 図書館情報資源特論
２科目
以上選
択必修

2 2 教育 6

図書館サービス特論 1 図書館サービス特論 2 2 教育

図書・図書館史 1 図書・図書館史 2 2 教育

図書館施設論 1 図書館施設論 2 2 教育

　1．�「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」は、教育学部教育学科教育学専攻教育学専修および初等教育学
専攻の学生が履修する場合は専門選択科目に、教育学部のその他の学科・専修の学生が履修する場合
は専門教育科目（他学科・他専修）になります。また、初等教育学専攻の学生が履修する場合の配当
年次は「２」です。他学部生は、所属学部で定められた他学部聴講登録期間に申請してください。

2．�「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」は、生涯教育学専修の専門必修科目です。
3．�文化構想学部・文学部の学生は本科目は合併科目ですので、所属学部の一次登録に参加し、申請して
ください。上記以外の学生は、所属学部で定められた他学部聴講登録期間に申請してください。定員
に余裕があれば登録できます。

4．�「図書館概論」は教育学専修・生涯教育学専修の学生が履修する場合、専門選択科目となり、聴講料も
不要です。その他の学部・学科・専攻・専修の学生が履修する場合、随意科目（資格関連科目）とな
り聴講料が必要です。

5．�前提条件となる科目の単位を修得しないと、本科目は登録できません。並行履修もできませんので、
資格取得に２年は時間を要します。

6．2021年度で科目廃止。それ以前の履修であれば有効です。

セ
ッ
ト
履
修
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図書館司書

科目登録方法４

●�資格取得に必要な科目を確認し、要件を満たすように漏れなく登録してください。所属学部で定める

登録方法・日程に従って履修申請してください。

●配当年次以上の科目を登録できます。

●授業は原則、早稲田キャンパスと戸山キャンパスで行います。

●�履修科目の単位の取り扱いは、所属学部の「学部要項」、「講義要項」（教育学部生は「授業ガイド」）、

「科目登録の手引き」等を参照してください。

●�科目名に「概論」と付く科目は、できるだけ早めに履修してください。特に「図書館概論」は導入科
目であるため、最初に履修するようにしてください。

聴講料納入５

名称 対象科目 聴講料 注意事項

図書館司書
課程聴講料

図書館司書
および
学校図書館
司書教諭
関連科目

￥7,000

●一度納入すれば在学中有効。在学中は領収証を保管しておくこと。
●�教育学部教育学科教育学専攻教育学専修または生涯教育学専修の学生が
「図書館概論」のみを履修する場合は、聴講料不要。
●�「生涯学習」「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」「生涯学習概論1」「生
涯学習概論2」のみを履修する場合は、聴講料不要。
●�学士入学者は、過去に本学に在籍し、左記の聴講料を納入したことのあ
る場合でも改めて納入が必要。
●再入学者は過去に左記の聴講料を納入したことがある場合、納入不要。

　●聴講料の納入方法は所属学部事務所の案内に従ってください。
●�履修科目の聴講料・実験実習料は全て納入する必要があります。（特定の科目の聴講料のみ納入するこ
とはできません。）
●聴講料・実験実習料が納入されなかった科目は全て、登録が「取消」となります。

授業・休講・補講・レポート・成績６

授業・休講・補講・レポート・成績については、教員免許状取得の場合と同じ要領になります。

（☞ P.29～33）

申請できる証明書７

証明書の種類 内　容

図書館司書単位修得証明書
図書館法に基づき修得した機関・単位を証明するもので、主に図書館司書の資格を
有していることを証明するために使用します（この場合、卒業証明書と併せて使用
することが必要です）。卒業日以降発行します。

■ 請求方法
証明書は所属学部事務所にて発行します。請求方法の詳細は所属学部のwebページを参照してくだ

さい。
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早稲田大学で学校図書館司書教諭の資格を取得する方法１

以下のすべての項目を満たす必要があります。

●小学校、中学校、高校、または特別支援学校のいずれかの教員免許状を取得すること

●学校図書館司書教諭資格に必要な科目の単位を修得すること

学校図書館司書教諭資格取得要件２

下表のすべての科目の単位を修得する必要があります。

学校図書館司書教諭資格取得要件

学校図書館司書教諭
講習科目

最低修得
単位数

早稲田大学
設置科目名

履修
方法 単位 配当

年次
科目設置
箇所

図書館司書
課程聴講料

学校経営と学校図書館 2 学校経営と学校図書館 必修 2 1 教育

￥7,000

学習指導と学校図書館 2 学習指導と学校図書館 必修 2 1 教育

学校図書館メディアの構成 2 学校図書館メディアの構成 必修 2 1 教育

情報メディアの活用 2 情報メディアの活用 必修 2 1 教育

読書と豊かな人間性 2 読書と豊かな人間性 必修 2 1 教育

科目登録方法３

●�資格取得に必要な科目を確認し、要件を満たすように漏れなく登録してください。所属学部で定め

る登録方法・日程に従って履修申請してください。

●配当年次以上の科目を登録できます。

●授業は原則、早稲田キャンパスと戸山キャンパスで行います。

●�履修科目の単位の取り扱いは、所属学部の「学部要項」、「講義要項」（教育学部生は「授業ガイド」）、

「科目登録の手引き」等を参照してください。

学校図書館司書教諭



70

Ⅰ
免
許
状
と
は

Ⅱ
取
得
要
件

Ⅲ
履
修
方
法

科
目
一
覧
・

Ⅳ
　
～
成
績

科
目
登
録

Ⅴ
介
護
等
体
験

Ⅵ
教
育
実
習

Ⅶ
免
許
状
申
請

Ⅷ
教
員
就
職

Ⅸ
そ
の
他

付
録

学校図書館司書教諭

聴講料納入４

名称 対象科目 聴講料 注意事項

図書館司書
課程聴講料

図書館司書
および
学校図書館
司書教諭
関連科目

￥7,000

●一度納入すれば在学中有効。在学中は領収証を保管しておくこと。
●�教育学部教育学科教育学専攻教育学専修または生涯教育学専修の学生が
「図書館概論」のみを履修する場合は、聴講料不要。
●�「生涯学習」「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」「生涯学習概論1」「生
涯学習概論2」のみを履修する場合は、聴講料不要。
●�学士入学者は、過去に本学に在籍し、左記の聴講料を納入したことのあ
る場合でも改めて納入が必要。
●再入学者は過去に左記の聴講料を納入したことがある場合、納入不要。

　●聴講料の納入方法は所属学部事務所の案内に従ってください。
●�履修科目の聴講料・実験実習料は全て納入する必要があります。（特定の科目の聴講料のみ納入するこ

とはできません。）

●聴講料・実験実習料が納入されなかった科目は全て、登録が「取消」となります。

授業・休講・補講・レポート・成績５

授業・休講・補講・レポート・成績については、教員免許状取得の場合と同じ要領になります。

（☞ P.29～33）

履修から修了証申請までのスケジュール６

１年次～３年次 科目履修

●３年次までにすべての科目の単位を修得しましょう。

４年次 ●�教職支援センターにて修了証申請の手続きを行います。期限に間に合わなかった場合は、
卒業後に修了証申請を行ってください。（☞「卒業後に修了証を申請する場合」）

修了証申請の手続き
【前提条件】
　①申込時に、教員免許状を取得見込みであること。（学校種、教科は問いません）
　②申込時に、学校図書館司書教諭にかかる所定の単位をすべて修得済であること。
【申請期間等】７月上旬から中旬にかけて申請を受け付けます。詳細は教職支援センター
のwebページに申請方法を掲載します。

卒業 ●学位記と共に修了証が受け取れます。

就職 ●�卒業しない方についても、修了証をお渡ししますが、修了証は卒業し、また、教員免許状
を取得しない限りその効力を発しません。
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卒業後に修了証を申請する場合７

卒業と同時に要件を満たす場合、卒業後に教職支援センターで在学生と同じ申請期間（例年7月頃）

に修了証の申請手続きを行ってください。

卒業後に学校図書館司書教諭資格を取得する方法８

⑴ 文部科学大臣から委託を受けた大学において実施される学校図書館司書教諭の講習を修了すること。

　 ●講習実施大学は文部科学省webページ［http://www.mext.go.jp/］を参照してください。

⑵ 大学（短大を含む）で司書教諭資格取得に必要な単位を修得すること。

通信課程を有する大学等で科目を履修してください。通信課程を有する大学についての詳細は、私

立大学通信教育協会のwebページ等を参照してください。

☞ 私立大学通信教育協会［http://www.uce.or.jp/］

　　卒業後に学校図書館司書教諭関連科目の不足単位を本学で修得することはできません。

申請できる証明書９

証明書の種類 内　容

学校図書館司書教諭単位修得証明書
学校図書館法に基づき修得した機関・単位を証明するもので、学校図書
館司書教諭の修了証を申請する際に必要となります。全ての単位修得が
終わった次年度より発行します。

■ 請求方法
証明書は所属学部事務所にて発行します。請求方法の詳細は所属学部のwebページを参照してくだ

さい。

学校司書モデルカリキュラム　履修方法等について10

●「学校司書のモデルカリキュラム」とは

学校司書は2014年の学校図書館法の改正で第６条に新たに規定された職種ですが、以前から学

校図書館の仕事に従事していた職員のことです。学校司書は法律では、「学校図書館の運営の改善

及び向上を図り、児童又は生徒及び教員による学校図書館の利用の一層の促進に資するため、専ら

学校図書館の職務に従事する職員」と規定されており、学校図書館の仕事を主務とする職員です。�

学校図書館法第６条では学校司書の配置は努力義務ですので、学校司書の資格はまだありませんが、文

部科学省は「学校司書のモデルカリキュラム」を制定して、学校司書の養成を進めています。
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学校図書館司書教諭

●学校司書のモデルカリキュラム（早稲田大学の対応）について

早稲田大学では2022年度から学校司書の養成を開始しました。早稲田大学の対応科目は表の通りです。

科目名 必修 早稲田大学の対応科目 単位数 科目群

学
校
図
書
館
の
運
営
・
管
理
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
科
目

学校図書館概論 〇 学校経営と学校図書館 ２ 学校図書館司書教諭科目

図書館情報技術論 〇 図書館情報技術論 ２ 図書館司書科目

図書館情報資源概論 〇 図書館情報資源概論 ２ 図書館司書科目

情報資源組織論 〇 情報資源組織論 ２ 図書館司書科目

情報資源組織演習 〇 情報資源組織演習 ２ 図書館司書科目

学校図書館サービス論 〇 図書館サービス特論 ２ 図書館司書科目

学校図書館情報サービス論 〇 情報サービス論 ２ 図書館司書科目

児
童
生
徒
に
対
す
る

教
育
支
援
に
関
す
る
科
目

学校教育概論 〇 学校教育概論※ ２ 教育学科生涯教育学
専修設置科目

学習指導と学校図書館 〇 学習指導と学校図書館 ２ 学校図書館司書教諭科目

読書と豊かな人間性 〇 読書と豊かな人間性 ２ 学校図書館司書教諭科目

合計 20単位

※�教職科目である教育基礎総論１（２単位）、教育心理学（２単位）、教育課程編成論（１単位）の３科目を履修す
ることで満たすことも可能です。
　カリキュラム履修の際には必ず以下の文部科学省のサイトの説明もご参照ください。

●文部科学省「学校司書のモデルカリキュラム」について（通知）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/link/1380587.htm

●（別添）「学校司書のモデルカリキュラム」

�https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/link/__icsFiles/afieldfile/2016/12/ 

19/1380587_01_1.pdf

●学校司書の現状について

�https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/115/115_1/shiryo/__icsFiles/

afieldfile/2016/06/27/1373185_02.pdf

●令和２年度学校図書館の現状に関する調査

https://www.mext.go.jp/content/20220124-mxt_chisui01-000016869-1.pdf
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早稲田大学で学芸員資格を取得する方法１

以下のすべての項目を満たす必要があります。

●学士の学位を取得すること（本学を卒業すること）

●博物館学芸員資格に必要な科目の単位を修得すること

博物館学芸員資格取得要件（2012年度以降入学者）２

■ 博物館学芸員資格取得要件
　 教育学部生用　※科目設置箇所は全て教育学部です。
　  欄に特に記載がなければ、１次登録から登録してください。

博物館に関する科目 最低修得
単位数

早稲田大学設置
科目名

必修/
選択 単位 配当

年次 聴講料

生涯学習概論 2

①生涯学習

①～②
のうち
いずれ
か必修

2 1 不要

②生涯学習概論Ⅰ 2 1 不要

1

教育学部生涯教育
学専修【専門必修】 2

②生涯学習概論Ⅱ 2 1 不要

1

教育学部生涯教育
学専修【専門必修】 2

博物館概論 2 博物館概論 必修 2 1 不要 3

博物館経営論 2 博物館経営論 必修 2 1 不要

博物館資料論 2 博物館資料論 必修 2 1 不要

博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 必修 2 1 不要

博物館展示論 2 博物館展示論 必修 2 1 不要

博物館教育論 2 博物館教育論 必修 2 1 不要

博物館情報・メディア論 2 博物館情報・メディア論 必修 2 2

￥2,000

教育学部生涯教育学専修
【専門必修】

4
教育学部生涯教育学専修

【専門必修】

博物館実習※ 3 博物館実習 必修 3 3 ￥5,000 5

※�博物館実習の時間・場所は変則のため、必ずシラバスやWaseda Moodle等で事前に確認してください。

セ
ッ
ト
履
修

博物館学芸員
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博物館学芸員

　1．�「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」は、教育学科教育学専攻教育学専修および初等教育学専攻の学
生が履修する場合は専門選択科目に、その他の学科・専修の学生が履修する場合は専門教育科目（他

学科・他専修）になります。また、初等教育学専攻の学生が履修する場合の配当年次は「２」です。

2．�「生涯学習概論Ⅰ」「生涯学習概論Ⅱ」は、生涯教育学専修の学生が履修する場合は専門必修科目です。

3．�「博物館概論」は、教育学専修・生涯教育学専修の学生が履修する場合、専門選択科目となります。そ

の他の学科・専攻・専修の学生が履修する場合は、随意科目（資格関連科目）となります。

4．�「博物館情報・メディア論F」「博物館情報・メディア論G」は、生涯教育学専修の学生が履修する場合

は専門必修科目です。他学部・他学科専修の学生は登録できません。

5．�「博物館実習」を履修するには、「博物館概論」の単位を前年度までに修得することが必要となります。

従って前年度までに、「博物館概論」の単位を修得していない場合は、本年度に「博物館実習」の履修

はできません。E，F，Hクラスの授業は戸山キャンパスで行います。

■ 博物館学芸員資格取得要件
　 教育学部以外の学生用

博物館に関する科目 最低修得
単位数 早稲田大学設置科目名 必修/ 選択 単位 配当

年次
科目設
置個所 聴講料

生涯学習概論 2

①生涯学習

①～④のうち
いずれか必修

2 1 教育 不要 1

②生涯学習概論Ⅰ
2 1

教育 不要 2

②生涯学習概論Ⅱ 教育 不要 2

③生涯学習概論1 2 1 文 不要 3

④生涯学習概論2 2 1 文 不要 3

博物館概論 2 博物館概論 必修 2 1 教育 不要 1

博物館経営論 2 博物館経営論 必修 2 1 教育 不要 1

博物館資料論 2 博物館資料論 必修 2 1 教育 不要 1

博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 必修 2 1 教育 不要 1

博物館展示論 2 博物館展示論 必修 2 1 教育 不要 1

博物館教育論 2 博物館教育論 必修 2 1 教育 不要 1

博物館情報・メディア論 2 博物館情報・メディア論 必修 2 2 教育 ￥2,000 1

博物館実習※ 3 博物館実習 必修 3 3 教育 ￥5,000 1,4

※�博物館実習の時間・場所は変則のため、必ずシラバスやWaseda Moodle等で事前に確認してください。

　1．�所属学部の一次登録にて登録申請をしてください。なお、科目の取り扱いは所属学部の学部要項等で
確認してください。

2．所属学部で定められた他学部聴講登録で申請してください。定員に余裕があれば登録できます。

3．�文化構想学部・文学部の学生は本科目は合併科目ですので、所属学部の一次登録に参加し、申請して

ください。上記以外の学生は、所属学部で定められた他学部聴講登録で申請してください。定員に余

裕があれば登録できます。

4．�「博物館実習」を履修するには、「博物館概論」の単位を前年度までに修得することが必要となります。

したがって前年度までに、「博物館概論」の単位を修得していない場合は、本年度に「博物館実習」の

履修はできません。また、E，F，H クラスの授業は戸山キャンパスで行います。

セ
ッ
ト
履
修
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卒業後に学芸員資格を取得する方法３

⑴ 学芸員資格認定試験に合格する。
試験の詳細は文部科学省webページを参照してください。
☞文化庁webページ［学芸員の資格認定について］
　　［https://www.bunka.go.jp/seisaku/bijutsukan_hakubutsukan/shinko/about/shikaku/index.html］
⑵ 大学（短大を含む）で学芸員資格取得に必要な科目を修得する。
通信課程を有する大学等で科目を履修してください。
詳細は、私立大学通信教育協会のwebページ等を参照してください。
☞私立大学通信教育協会［http://www.uce.or.jp/］

その他資格の科目登録方法４

●�資格取得に必要な科目を確認し、要件を満たすように漏れなく登録してください。所属学部で定め
る登録方法・日程に従って履修申請してください。
●配当年次以上の科目を登録できます。
●授業は原則、早稲田キャンパスと戸山キャンパスで行います。
●�履修科目の単位の取り扱いは、所属学部の「学部要項」、「講義要項」（教育学部生は「授業ガイド」）、
「科目登録の手引き」等を参照してください。

聴講料納入５

名称 対象科目 聴講料 注意事項

実験実習料

博物館情報・
メディア論 ￥2,000

左記の科目については、聴講料の納入が必要です。

博物館実習 ￥5,000

●実験実習料の納入方法は所属学部事務所の案内に従ってください。
●�履修科目の聴講料・実験実習料は全て納入する必要があります。（特定の科目の聴講料・実験実習
料のみ納入することはできません。）
●聴講料・実験実習料が納入されなかった科目は全て、登録が「取消」となります。

授業・休講・補講・レポート・成績６

授業・休講・補講・レポート・成績については、教員免許状取得の場合と同じ要領になります。
（☞ P.29～33）

申請できる証明書７

証明書の種類 内 容

博物館学芸員単位修得証明書
博物館法に基づき修得した機関・単位を証明するもので、主に博物館学芸員の資
格を有していることを証明するために使用します（この場合、卒業証明書と併せ
て使用することが必要です）。卒業日以降発行します。

■ 請求方法
証明書は所属学部事務所にて発行します。請求方法の詳細は所属学部のwebページを参照してくだ
さい。
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社会教育主事は社会教育法（1949年法律第207号）に定められた教育委員会事務局に配置される

専門的職員です。今回、「社会教育主事講習等規程の一部を改正する省令」（2018年２月）によって、

社会教育主事がNPO や企業等の多様な主体と連携・協働して、人づくりや地域づくりに中核的な役割

を担うことができるように、社会教育主事講習および大学における社会教育主事養成課程の科目の改訂

が行われました。また、社会教育主事養成課程の学習成果が広く社会における教育活動に生かされるよ

うに、社会教育主事講習の修了証書授与者は「社会教育士（講習）」と、社会教育主事養成課程の修了

者は「社会教育士（養成課程）」と称することができることになります。早稲田大学では社会教育主事

資格に必要な単位を修得することによって社会教育主事（※任用資格）および社会教育士（養成課程）

を取得することができます。

※�任用資格とは、特定の職業ないし職位に任用されるための資格であり、該当する職務に任用・任命

されて初めて効力を発揮する資格です。

社会教育主事の資格取得要件１

社会教育主事の資格を有する条件は以下の通りです。（社会教育法第九条の四から抜粋）

一　�大学に二年以上在学して六十二単位以上を修得し、又は高等専門学校を卒業し、かつ、次に掲げ

る期間を通算した期間が三年以上になる者で、次条の規定による社会教育主事の講習を修了した

もの

　イ　社会教育主事補の職にあつた期間

　ロ　�官公署、学校、社会教育施設又は社会教育関係団体における職で司書、学芸員その他の社会教

育主事補の職と同等以上の職として文部科学大臣の指定するものにあつた期間

　ハ　�官公署、学校、社会教育施設又は社会教育関係団体が実施する社会教育に関係のある事業にお

ける業務であつて、社会教育主事として必要な知識又は技能の習得に資するものとして文部科

学大臣が指定するものに従事した期間（イ又はロに掲げる期間に該当する期間を除く。）

二　�教育職員の普通免許状を有し、かつ、五年以上文部科学大臣の指定する教育に関する職にあつた

者で、次条の規定による社会教育主事の講習を修了したもの

三　�大学に二年以上在学して、六十二単位以上を修得し、かつ、大学において文部科学省令で定める

社会教育に関する科目の単位を修得した者で、第一号イからハまでに掲げる期間を通算した期間

が一年以上になるもの

四　�次条の規定による社会教育主事の講習を修了した者（第一号及び第二号に掲げる者を除く。）で、

社会教育に関する専門的事項について前三号に掲げる者に相当する教養と経験があると都道府県

の教育委員会が認定したもの

社会教育主事
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早稲田大学で社会教育主事資格に必要な単位を修得する方法２

本学では社会教育主事の資格取得要件のうち、「三　大学に２年以上～社会教育に関する科目の単位

を修得」の要件を満たすことができます。修得すべき科目・履修申請上の注意事項等は次の表で確認し

てください。入学年度によって適用される課程が異なりますので注意してください。

■「社会教育主事の養成に係る社会教育に関する科目」開講科目および履修方法（新課程）
⑴ 2020年度以降入学者　教育学部生用

法令上の科目 早稲田大学における開講科目

科目名
必要
単位数

科目名 単位数
配当
年次

科目区分

Ⅰ．生涯学習概論 4

生涯学習概論Ⅰ 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②初等教育学専攻［主選択A2領域］
③生涯教育学専修［専門必修］

生涯学習概論Ⅱ 2 1
①教育学専修［副選択］
②初等教育学専攻［主選択A2領域］
③生涯教育学専修［専門必修］

Ⅱ．生涯学習支援論 4
生涯学習支援論Ⅰ 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

生涯学習支援論Ⅱ 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

Ⅲ．社会教育経営論 4
社会教育経営論Ⅰ 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

社会教育経営論Ⅱ 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

Ⅳ．社会教育特講 8

生涯学習基礎演習 2 1 ①生涯教育学専修［専門必修］

生涯教育研究 2 3 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育史Ⅰ 2 2 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育史Ⅱ 2 2 ①生涯教育学専修［専門必修］

学校開放論 2 1
①生涯教育学専修［専門選択］
②初等教育学専攻［主選択A2領域］

多文化教育論 2 1
①生涯教育学専修［専門選択］
②初等教育学専攻［主選択A4領域］

成人教育論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③初等教育学専攻［主選択A4領域］

青少年教育論 2 1
①教育学専修［専門副選目］
②生涯教育学専修［専門選択］
③初等教育学専攻［主選択A2領域］

教育福祉論 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

環境教育論 2 1
①生涯教育学専修［専門選択］
②初等教育学専攻［主選択A4領域］

家庭教育論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③初等教育学専攻［主選択A2領域］

女性教育論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
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社会教育主事

法令上の科目 早稲田大学における開講科目

科目名
必要
単位数

科目名 単位数
配当
年次

科目区分

Ⅳ．社会教育特講 8

生涯スポーツ・
レクリエーション論

2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③初等教育学専攻［専門副選択］

図書館概論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③図書館司書・司書教諭科目

図書館サービス概論 2 1 ①図書館司書・司書教諭科目

博物館概論 2 1 ①博物館学芸員科目

博物館情報・メディア論 2 2
①生涯教育学専修［専門必修］
②博物館学芸員科目

Ⅴ．社会教育実習 1 社会教育施設実習 1 3 ①生涯教育学専修［専門選択］

Ⅵ．社会教育演習
　　社会教育実習
　　社会教育課題研究

3

社会教育演習Ⅰ-1 2 3 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育演習Ⅰ-2 2 3 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育演習Ⅱ-1 2 4 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育演習Ⅱ-2 2 4 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育課題研究Ⅰ-1 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

社会教育課題研究Ⅰ-2 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

社会教育課題研究Ⅱ-1 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

社会教育課題研究Ⅱ-2 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

1　�科目履修のルールは、教育学部の「授業ガイド」、「科目登録の手引き」に記載されている内容が適

用されます。

2　�上記の表を参照しながら、法令上の科目Ⅰ～Ⅵの領域で定められている必修単位数を満たすように

計画的に履修してください。

3　科目の内容や時間割、担当教員はwebシラバスで確認してください。開講年度により異なります。

4　�所属の学科専攻専修によって単位集計される科目区分が異なります。各科目の「科目区分」「履修

申請上の注意」を確認してください。

5　�「図書館概論　A」「図書館概論　B」のように、同一科目で複数クラス設置されている科目があり

ます。履修クラスによって資格に使用できなくなることはありません。

6　初等教育学専攻に配当されている科目は上記の配当年次と異なる場合があります。

7　�「社会教育施設実習」は学外施設で行う実習です。早稲田大学で実施する事前指導、事後指導にも

必ず出席してください。

８　�以下の科目は2020年度以降の修得単位から有効です。2019年度以前に修得した単位は必要単

位に含めることができません。

　　�「セクシュアリティの社会学」（文構）、「クィア・スタディーズ入門」（文構）、「日常生活の社会学」

（文構）、「教育福祉論」（教育）、「環境教育論」（教育）、「教育福祉論」（文）、「比較・国際教育学

（教育改革の視点とその方策）」（文）、「障害学」(文構）
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■ 「社会教育主事の養成に係る社会教育に関する科目」開講科目および履修方法（旧課程）
⑵ 2019年度以前入学の在学生　教育学部生用

2019年度以前入学者で、現在まで在学し続けている者は旧課程の適用となります。新課程科目の

単位を修得した者は、以下表のとおりに読み替えます。

なお、卒業または退学し、2020年度以降に再度本学に入学した場合は新課程の適用となり、旧課

程で修得した単位は新課程の科目に読み替えます。

＜新課程と旧課程の読み替え表＞

新課程科目【単位数】 旧課程科目【単位数】

生涯学習概論【４単位】 ⇒ 生涯学習概論【４単位】

社会教育経営論【４単位】 ⇒ 社会教育計画【４単位】

生涯学習支援論【４単位】
⇒ 社会教育特講Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ【12単位】

社会教育特講【８単位】

社会教育実習【１単位】

⇒
社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究
【４単位】社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究

【３単位】

旧課程科目【単位数】 新課程科目【単位数】

生涯学習概論【４単位】 ⇒ 生涯学習概論【４単位】

社会教育特講Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ【８単位】 ⇒ 社会教育特講【８単位】

社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究
【３単位】

⇒
社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究
【３単位】

法令上の科目 早稲田大学における開講科目

科目名
必要
単位数

科目名 単位数
配当
年次

科目区分

Ⅰ．生涯学習概論 4

生涯学習概論Ⅰ 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②初等教育学専攻［主選択A2領域］
③生涯教育学専修［専門必修］

生涯学習概論Ⅱ 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②初等教育学専攻［主選択A2領域］
③生涯教育学専修［専門必修］

Ⅱ．社会教育計画 4

社会教育経営論Ⅰ 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

社会教育経営論Ⅱ 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

社会教育方法論
（旧課程科目）

2 3 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育行財政Ⅰ
（旧課程科目）

2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］
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科目名
必要
単位数

科目名 単位数
配当
年次

科目区分

Ⅱ．社会教育計画 4
社会教育行財政Ⅱ
（旧課程科目）

2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

Ⅲ．社会教育演習
　　社会教育実習
　　社会教育課題研究

4

社会教育施設実習 1 3 ①生涯教育学専修［専門選択］

社会教育演習Ⅰ-1 2 3 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育演習Ⅰ-2 2 3 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育演習Ⅱ-1 2 4 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育演習Ⅱ-2 2 4 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育実習
（旧課程科目）

2 1 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育課題研究Ⅰ-1 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

社会教育課題研究Ⅰ-2 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

社会教育課題研究Ⅱ-1 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

社会教育課題研究Ⅱ-2 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

Ⅳ．社会教育特講Ⅰ
（現代社会と社会教育）

4

生涯教育研究 2 3 ①生涯教育学専修［専門必修］

家庭教育論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③初等教育学専攻［主選択A2領域］

女性教育論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］

成人教育論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③初等教育学専攻［主選択A4領域］

青少年教育論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③初等教育学専攻［主選択A2領域］

多文化教育論 2 1
①生涯教育学専修［専門選択］
②初等教育学専攻［主選択A4領域］

女性史
（旧課程科目）

2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

高齢者教育論
（旧課程科目）

2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］
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科目名
必要
単位数

科目名 単位数
配当
年次

科目区分

Ⅳ．社会教育特講Ⅱ
（社会教育活動・事業・
施設）

4

社会教育研究
（旧課程科目）

2 3 ①生涯教育学専修［専門必修］

博物館情報・メディア論 2 2
①生涯教育学専修［専門必修］
②博物館学芸員科目

博物館概論 2 1 ①博物館学芸員科目

ツールとしてのICT ２
（旧課程科目）

2 1 ①複合文化学科［専門必修］

博物館経営論
（旧課程科目）

2 1 ①博物館学芸員科目

博物館資料論
（旧課程科目）

2 1 ①博物館学芸員科目

図書館概論 2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③図書館司書・司書教諭科目

図書館サービス概論 2 1 ①図書館司書・司書教諭科目

学校開放論 2 1
①生涯教育学専修［専門選択］
②初等教育学専攻［主選択A2領域］

社会教育施設・職員論
（旧課程科目）

2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

社会教育史Ⅰ 2 2 ①生涯教育学専修［専門必修］

社会教育史Ⅱ 2 2 ①生涯教育学専修［専門必修］

Ⅳ．社会教育特講Ⅲ
（その他必要な科目）

4

生涯学習支援論Ⅰ 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

生涯学習支援論Ⅱ 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

教育福祉論 2 1 ①生涯教育学専修［専門選択］

環境教育論 2 1
①生涯教育学専修［専門選択］
②初等教育学専攻［主選択A4領域］

生涯スポーツ・レクリ
エーション論

2 1
①教育学専修［専門副選択］
②生涯教育学専修［専門選択］
③初等教育学専攻［専門副選択］

教育学概論Ⅰ
（旧課程科目）

2 1
①教育学専修［専門必修］
②生涯教育学専修［専門必修］
③教育心理学専修［専門副選択］

教育制度概論
（旧課程科目）

2 1
①教育学専修［専門必修］
②教育心理学専修［専門副選択］

教育の制度と経営
（旧課程科目）

2 1 ①生涯教育学専修［専門必修］
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科目名
必要
単位数

科目名 単位数
配当
年次

科目区分

Ⅳ．社会教育特講Ⅲ
（その他必要な科目）

4

初等教育学概論Ⅰ
（旧課程科目）

2 1 ①初等教育学専攻［専門必修］

教育の制度と経営（小）
（旧課程科目）

2 1 ①初等教育学専攻［専門必修］

【３科目セット履修】
⑴ �教育課程編成論�
（中・高）

1 2

①教職課程科目

⑵ �教育基礎総論１�
（中・高）

2 1

⑶ �教育制度総論（中・高）
（※または旧科目「教
育基礎総論２（中・
高）」でもよい）

（旧課程科目）

2 1

１　�科目履修のルールは、教育学部の「授業ガイド」、「科目登録の手引き」に記載されている内容が適

用されます。

２　�上記の表を参照しながら、法令上の科目Ⅰ～Ⅳの領域で定められている必修単位数を満たすように

計画的に履修してください。

３　科目の内容や時間割、担当教員はwebシラバスで確認してください。開講年度により異なります。

４　�所属の学科専攻専修によって単位集計される科目区分が異なります。各科目の「科目区分」「履修

申請上の注意」を確認してください。

５　�「図書館概論　A」「図書館概論　B」のように、同一科目で複数クラス設置されている科目があり

ます。履修クラスによって資格に使用できなくなることはありません。

６　�初等教育学専攻に配当されている科目は上記の配当年次と異なる場合があります。

７　�旧課程の認定科目を2019年度までに修得した場合の単位は有効です。

８　�旧課程科目については廃止され、今後履修不可となる場合があります。［補足７］記載のとおり、

過年度に単位修得済みであれば有効です。

９　�「教育福祉論」「環境教育論」は2020年度以降の修得単位から有効です。2019年度以前に修得

した単位は必要単位に含めることができません。
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■ 「社会教育主事の養成に係る社会教育に関する科目」開講科目および履修方法（新課程）
⑶ 2020年度以降入学者　教育学部以外の学生用　※ ｝はセット履修

法令上の科目 早稲田大学における開講科目

科目名 必要
単位数 科目名 単位数 配当

年次
科目設置
箇所

科目登録
方法※１

Ⅰ．生涯学習概論 4

生涯学習概論Ⅰ 2 1 教育 ②

生涯学習概論Ⅱ 2 1 教育 ②

生涯学習概論１ 2 1 文 ①

生涯学習概論２ 2 1 文 ①

Ⅱ．生涯学習支援論 4

生涯学習支援論Ⅰ 2 1 教育 ②

生涯学習支援論Ⅱ 2 1 教育 ②

生涯学習支援論１ 2 1 文 ①

生涯学習支援論２ 2 1 文 ①

Ⅲ．社会教育経営論 4
社会教育経営論Ⅰ 2 1 教育 ②

社会教育経営論Ⅱ 2 1 教育 ②

Ⅳ．社会教育特講 8

学校開放論 2 1 教育 ②

多文化教育論 2 1 教育 ②

成人教育論 2 1 教育 ②

青少年教育論 2 1 教育 ③

教育福祉論 2 1 教育 ③

環境教育論 2 1 教育 ③

家庭教育論 2 1 教育 ②

女性教育論 2 1 教育 ③

生涯スポーツ・レクリエーション論 2 1 教育 ②

図書館概論 2 1 教育 ③

図書館サービス概論 2 1 教育 ③

博物館概論 2 1 教育 ③

博物館情報・メディア論 2 2 教育 ③

教育とジェンダー 2 2 文 ③

社会調査法１ 2 2 文 ①

社会調査法２ 2 2 文 ①

社会統計学１ 2 2 文 ①

社会統計学２ 2 2 文 ①

コミュニケーション論 2 1 文構 ①

教育社会学１ 2 2 文 ①

教育社会学２ 2 2 文 ①

教育学概論１ 2 2 文 ①

教育制度論 2 2 文 ①

セ
ッ
ト
履
修

セ
ッ
ト
履
修

セ
ッ
ト
履
修

セ
ッ
ト
履
修
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法令上の科目 早稲田大学における開講科目

科目名 必要
単位数 科目名 単位数 配当

年次
科目設置
箇所

科目登録
方法※１

Ⅳ．社会教育特講 8

教育福祉論 2 2 文 ①

比較・国際教育学
（教育改革の視点とその方策） 2 2 文 ③

障害学 2 1 文構 ③

セクシュアリティの社会学 2 1 文構 ③

クィア・スタディーズ入門 2 1 文構 ③

日常生活の社会学 2 1 文構 ①

Ⅴ．社会教育実習 1
社会教育施設実習 1 3 教育 ②

社会教育実習 1 2 文 ①

Ⅵ．社会教育演習
　　社会教育実習
　　社会教育課題研究

3

社会教育課題研究Ⅰ-1 2 1 教育 ②

社会教育課題研究Ⅰ-2 2 1 教育 ②

社会教育課題研究Ⅱ-1 2 1 教育 ②

社会教育課題研究Ⅱ-2 2 1 教育 ②

社会教育実習 1 2 文 ①

社会教育・成人教育学―社会教育課題研究 2 2 文 ①

１　�科目履修のルールは、所属学部の「授業ガイド」、「科目登録の手引き」に記載されている内容が適

用されます。

２　�上記の表を参照しながら、法令上の科目Ⅰ～Ⅵの領域で定められている必修単位数を満たすように

計画的に履修してください。

３　科目の内容や時間割、担当教員はwebシラバスで確認してください。開講年度により異なります。

４　�「図書館概論　A」「図書館概論　B」のように、同一科目で複数クラス設置されている科目があり

ます。履修クラスによって資格に使用できなくなることはありません。

５　�「社会教育施設実習」「社会教育実習」は学外施設で行う実習です。早稲田大学で実施する事前指

導、事後指導にも必ず出席してください。

６　�文学部の「社会教育実習」は２単位の科目を履修してください。分類Ⅴ・Ⅵの社会教育実習を１単

位ずつ修得したものとみなします。

７　�以下の科目は2020年度以降の修得単位から有効です。2019年度以前に修得した単位は必要単

位に含めることができません。� �

「セクシュアリティの社会学」（文構）、「クィア・スタディーズ入門」（文構）、「日常生活の社会学」

（文構）、「教育福祉論」（教育）、「環境教育論」（教育）、「教育福祉論」（文）、「比較・国際教育学

（教育改革の視点とその方策）」（文）、「障害学」（文構）

※１＜科目登録方法＞
①　�文化構想学部・文学部の学生は本科目は合併科目ですので、所属学部の１次登録で申請してください。� �
上記以外の学生は、所属学部の３次登録で他学部提供科目として申請してください。定員に余裕があれば登録
できます。

②　所属学部の３次登録で他学部提供科目として申請してください。定員に余裕があれば登録できます。
③　�オープン科目ですので、１次登録で申請してください。また、他学部提供科目でもありますので、定員に余裕
があれば３次登録でも申請できます。
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■ 「社会教育主事の養成に係る社会教育に関する科目」開講科目および履修方法（旧課程）
⑷ 2019年度以前入学の在学生　教育学部以外の学生用

2019年度以前入学者で、現在まで在学し続けている者は旧課程の適用となります。新課程科目の

単位を修得した者は、以下表のとおりに読み替えます。

なお、卒業または退学し、2020年度以降に再度本学に入学した場合は新課程の適用となり、旧課

程で修得した単位は新課程の科目に読み替えます。

＜新課程と旧課程の読み替え表＞

新課程科目【単位数】 旧課程科目【単位数】

生涯学習概論【４単位】 ⇒ 生涯学習概論【４単位】

社会教育経営論【４単位】 ⇒ 社会教育計画【４単位】

生涯学習支援論【４単位】
⇒ 社会教育特講Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ【12単位】

社会教育特講【８単位】

社会教育実習【１単位】

⇒
社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究
【４単位】社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究

【３単位】

旧課程科目【単位数】 新課程科目【単位数】

生涯学習概論【４単位】 ⇒ 生涯学習概論【４単位】

社会教育特講Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ【８単位】 ⇒ 社会教育特講【８単位】

社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究
【３単位】 ⇒ 社会教育演習、社会教育実習、社会教育課題研究

【３単位】

※ ｝はセット履修

法令上の科目 早稲田大学における開講科目

科目名 必要
単位数 科目名 単位数 配当

年次
科目設置
箇所

科目登録
方法※１

Ⅰ．生涯学習概論 4

生涯学習概論Ⅰ 2 1 教育 ②

生涯学習概論Ⅱ 2 1 教育 ②

生涯学習概論１ 2 1 文 ①

生涯学習概論２ 2 1 文 ①

Ⅱ．社会教育計画 4

社会教育経営論Ⅰ 2 1 教育 ②

社会教育経営論Ⅱ 2 1 教育 ②

社会教育方法論
（旧課程科目）

2 3 教育 ②

社会教育行財政Ⅰ
（旧課程科目）

2 1 教育 ②

社会教育行財政Ⅱ
（旧課程科目）

2 1 教育 ②

社会教育方法論１
（旧課程科目）

2 文 ―

社会教育方法論２
（旧課程科目）

2 文 ―

セ
ッ
ト
履
修

セ
ッ
ト
履
修
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科目名 必要
単位数 科目名 単位数 配当

年次
科目設置
箇所

科目登録
方法※１

Ⅲ．社会教育演習
　　社会教育実習
　　社会教育課題研究

4

社会教育施設実習 1 3 教育 ②

社会教育課題研究Ⅰ-1 2 1 教育 ②

社会教育課題研究Ⅰ-2 2 1 教育 ②

社会教育課題研究Ⅱ-1 2 1 教育 ②

社会教育課題研究Ⅱ-2 2 1 教育 ②

社会教育実習 2 2 文 ①

社会教育・成人教育学―社会教育課
題研究 2 2 文 ①

Ⅳ．社会教育特講Ⅰ
（現代社会と社会教育） 4

家庭教育論 2 1 教育 ②

女性教育論 2 1 教育 ③

成人教育論 2 1 教育 ②

青少年教育論 2 1 教育 ③

多文化教育論 2 1 教育 ②

女性史
（旧課程科目） 2 1 教育 ③

高齢者教育論
（旧課程科目） 2 1 教育 ②

教育とジェンダー 2 2 文 ③

社会教育学
（旧課程科目） 2 文 ―

セクシュアリティの社会学 2 1 文構 ③

クィア・スタディーズ入門 2 1 文構 ③

日常生活の社会学 2 1 文構 ①

Ⅳ．社会教育特講Ⅱ
（�社会教育活動・事業・
施設）

4

博物館情報・メディア論 2 2 教育 ③

博物館概論 2 1 教育 ③

博物館経営論
（旧課程科目） 2 1 教育 ①

博物館資料論
（旧課程科目） 2 1 教育 ①

図書館概論 2 1 教育 ③

図書館サービス概論 2 1 教育 ③

学校開放論 2 1 教育 ②

社会教育施設・職員論
（旧課程科目） 2 1 教育 ③

Ⅳ．社会教育特講Ⅲ
（その他必要な科目） 4

生涯学習支援論Ⅰ 2 1 教育 ②

生涯学習支援論Ⅱ 2 1 教育 ②

教育福祉論 2 1 教育 ③

環境教育論 2 1 教育 ③

生涯スポーツ・レクリエーション論 2 1 教育 ②

教育学概論Ⅰ
（旧課程科目） 2 1 教育

教育制度概論
（旧課程科目） 2 1 教育

教育の制度と経営
（旧課程科目） 2 1 教育
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科目名 必要
単位数 科目名 単位数 配当

年次
科目設置
箇所

科目登録
方法※１

Ⅳ．社会教育特講Ⅲ
（その他必要な科目） 4

初等教育学概論Ⅰ
（旧課程科目） 2 1 教育

教育の制度と経営（小）
（旧課程科目） 2 1 教育

【３科目セット履修】
⑴ 教育課程編成論（中・高）
⑵ 教育基礎総論１（中・高）
⑶ �教育制度総論（中・高）（※または
旧科目「教育基礎総論２（中・高）」
でもよい）

（旧課程科目）

1
2
2

2
1
1 教育

【３科目セット履修】
⑴ 教育課程編成論（中・高）
⑵ 教育学概論１
⑶ 教育学概論２または教育制度論
（旧課程科目）

1
2
2

2
2
2

教育
文
文

生涯学習支援論１ 2 1 文 ①

生涯学習支援論２ 2 1 文 ①

社会調査法１ 2 2 文 ①

社会調査法２ 2 2 文 ①

社会統計学１ 2 2 文 ①

社会統計学２ 2 2 文 ①

コミュニケーション論 2 1 文構 ①

教育社会学１ 2 2 文 ①

教育社会学２ 2 2 文 ①

教育福祉論 2 2 文 ①

比較・国際教育学
（教育改革の視点とその方策） 2 2 文 ③

障害学 2 1 文構 ③

教育社会学
（旧課程科目） 2 文

地域福祉論１
（旧課程科目） 2 文構

地域福祉論２
（旧課程科目） 2 文構

これからの地域・まちづくりと支援論
（旧課程科目） 2 文

1　�科目履修のルールは、所属学部の「授業ガイド」、「科目登録の手引き」に記載されている内容が適

用されます。

2　�上記の表を参照しながら、法令上の科目Ⅰ～Ⅳの領域で定められている必修単位数を満たすように

計画的に履修してください。

３　科目の内容や時間割、担当教員はwebシラバスで確認してください。開講年度により異なります。

セ
ッ
ト
履
修

セ
ッ
ト
履
修



88

Ⅰ
免
許
状
と
は

Ⅱ
取
得
要
件

Ⅲ
履
修
方
法

科
目
一
覧
・

Ⅳ
　
～
成
績

科
目
登
録

Ⅴ
介
護
等
体
験

Ⅵ
教
育
実
習

Ⅶ
免
許
状
申
請

Ⅷ
教
員
就
職

Ⅸ
そ
の
他

付
録

社会教育主事

4　�「図書館概論　A」「図書館概論　B」のように、同一科目で複数クラス設置されている科目があり

ます。履修クラスによって資格に使用できなくなることはありません。

5　旧課程の認定科目を2019年度以前に修得した場合の単位は有効です。

6　�旧課程科目については廃止され、今後履修不可となる場合があります。［補足５］ 記載のとおり、

2019年度までに単位修得済みであれば有効です。

7　�「社会教育施設実習」「社会教育実習」は学外施設で行う実習です。早稲田大学で実施する事前指導、

事後指導にも必ず出席してください。

8　�以下の科目は2020年度以降の修得単位から有効です。2019年度以前に修得した単位は必要単位

に含めることができません。� �

「セクシュアリティの社会学」（文構）、「クィア・スタディーズ入門」（文構）、「日常生活の社会学」

（文構）、「教育福祉論」（教育）、「環境教育論」（教育）、「教育福祉論」（文）、「比較・国際教育学

（教育改革の視点とその方策）」（文）、「障害学」（文構）

※１＜科目登録方法＞
①　�文化構想学部・文学部の学生は本科目は合併科目ですので、所属学部の１次登録で申請してください。� �
上記以外の学生は、所属学部の３次登録で他学部提供科目として申請してください。定員に余裕があれば登録
できます。

②　所属学部の３次登録で他学部提供科目として申請してください。定員に余裕があれば登録できます。
③　�オープン科目ですので、１次登録で申請してください。また、他学部提供科目でもありますので、定員に余裕
があれば３次登録でも申請できます。

その他資格の科目登録方法３

●�資格取得に必要な科目を確認し、要件を満たすように漏れなく登録してください。所属学部で定める

登録方法・日程に従って履修申請してください。

●科目のラインナップは教職支援センターwebページで最新版が確認できます。

●配当年次以上の科目を登録できます。

●授業は原則、早稲田キャンパスと戸山キャンパスで行います。

●�履修科目の単位の取り扱いは、所属学部の「学部要項」、「講義要項」（教育学部生は「授業ガイド」）、

「科目登録の手引き」等を参照してください。

　�上記取得要件のとおり、本学で必要科目単位の修得をしただけでは、社会教育主事の取得要件をすべて満
たしたことにはなりませんので、注意してください。
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授業・休講・補講・レポート・成績４

授業・休講・補講・レポート・成績については、教員免許状取得の場合と同じ要領になります。

（☞ P.29～33）

申請できる証明書５

証明書の種類 内　容

社会教育主事単位修得証明書 社会教育法に基づき修得した機関・単位を証明するものです。卒業日以降発行し
ます。

■ 請求方法
証明書は所属学部事務所にて発行します。請求方法の詳細は所属学部のwebページを参照してくだ

さい。

卒業後に社会教育主事を目指す方法６

⑴ 文部科学大臣から委嘱を受けた大学等で社会教育主事の講習を修了すること。

●�講習実施機関は文部科学省webページを参照してください。� �

［https://www.mext.go.jp/a_menu/01_l/08052911/classes.html］

●�大学にて「社会教育主事関連科目」の単位を修得した場合、講習科目の一部が免除されることがあ

ります。卒業した学部の事務所にて「社会教育主事単位修得証明書」を発行後、講習を実施する�

大学へ持参し相談してください。

⑵ 大学（短大を含む）で「文部科学省令で定める社会教育に関する科目」を履修する。

履修できる大学は文部科学省webページを参照してください。

［https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/gakugei/syuji/mext_00899.html］

　本学では上記⑴ ⑵ともに実施していません。
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早稲田大学で社会福祉主事資格を取得するには１

社会福祉主事とは、福祉事務所現業員として任用される者に要求される資格（任用資格）です。

在学中に、社会福祉主事の任用資格を得るためには、厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目

を、３科目以上修めて卒業しなければなりません。（社会福祉法第19条第１項第１号）

社会福祉概論 社会保障論 社会福祉行政論 公的扶助論

身体障害者福祉論 老人福祉論 児童福祉論 家庭福祉論

知的障害者福祉論 精神障害者保健福祉論 社会学 心理学

社会福祉施設経営論 社会福祉援助技術論 社会福祉事業史 地域福祉論

保育理論 社会福祉調査論 医学一般 看護学

公衆衛生学 栄養学 家政学 倫理学

教育学 経済学 経済政策 社会政策

法学 民法 行政法 介護概論

医療社会事業論 リハビリテーション論

（厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目より）

詳細は、以下の厚生労働省のwebページで確認することができます。

福祉・介護

　生活保護・福祉一般

　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/index.html

施策情報

　社会福祉士・介護福祉士等

　�https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/

shakai-kaigo-fukushi1/index.html

　　『ページ８』：社会福祉主事について

　　『ページ９』：社会福祉主事任用資格の取得方法

なお、『ページ９』の「2-⑵指定科目の変遷」にある指定科目名と、在学中に履修する授業科目名が

原則一言一句同じでなければ指定科目を履修したものと認められないので注意してください。

ただし、『ページ９』の但し書き以降の条件にあう場合は、指定科目を履修したものと認められるの

で、各自で確認して履修計画をたててください。

科目登録方法２

●�資格取得に必要な科目を確認し、要件を満たすように漏れなく登録してください。所属学部で定める

登録方法・日程に従って履修申請してください。

●配当年次以上の科目を登録できます。

社会福祉主事
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●授業は原則、早稲田キャンパスと戸山キャンパスで行います。

●�履修科目の単位の取り扱いは、所属学部の「学部要項」、「講義要項」（教育学部生は「授業ガイド」）、

「科目登録の手引き」等を参照してください。

授業・休講・補講・レポート・成績３

授業・休講・補講・レポート・成績については、教員免許状取得の場合と同じ要領になります。

（☞ P.29～33）

その他４

社会福祉主事の単位修得証明書はありません。

確認を求められた場合は、「成績・卒業証明書」を提出してください。




